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平成 13 年 12 月 10 日 

 

各      位 

会 社 名 株 式 会 社 Ａ Ｃ Ｃ Ｅ Ｓ Ｓ 

代 表 者 名 代表取締役社長  荒 川   亨 

( コ ー ド 番 号 ４８１３  東 証 マ ザ ー ズ ) 

問 合 せ 先 取締役経営企画室長 室伏 伸哉 

( ＴＥＬ． ０ ３ － ５ ２ ５ ９ － ３ ５ １ １ ) 

 

 

平成 14 年１月期第３四半期業績について 
 

 
平成 14 年１月期第３四半期（平成13 年２月１日～平成13 年 10 月 31 日）の業績見通しを下記のと

おりお知らせいたします。なお、確定値につきましては、決定次第、速やかに発表いたします。 

 

１．平成 14 年１月期第３四半期の連結業績見通し（平成 13 年２月１日～平成 13 年 10 月 31 日） 

平成 13 年１月期 

第３四半期実績 

平成 14 年１月期 

第３四半期見通し 

 

（２～10 月） （８～10 月） （２～10 月） （８～10 月） 

前 期 

（通期実績） 

売 上 高 1,587  768  3,725  1,441  2,529  

営 業 損 益 △376  △79  △580  △162  △583  

経 常 損 益 △385  △80  △866  △213  △698  

当 期 純 損 益 △397  △89  △1,029  △374  △737  

（金額の単位：百万円） 

 

２．平成 14 年１月期第３四半期の単体業績見通し（平成 13 年２月１日～平成 13 年 10 月 31 日） 

平成 13 年１月期 

第３四半期実績 

平成 14 年１月期 

第３四半期見通し 

 

（２～10 月） （８～10 月） （２～10 月） （８～10 月） 

前 期 

（通期実績） 

売 上 高 1,581  777  3,651  1,390  2,519  

営 業 損 益 △295  △40  △219  75  △449  

経 常 損 益 △303  △44  △233  87  △459  

当 期 純 損 益 △316  △53  △627  △303  △498  

（金額の単位：百万円） 

 

３．平成 14 年１月期第３四半期の業績見通しについて 

売上高につきましては、モバイルインターネットの急激な普及のなかで、製品売上高、ロイヤリ

ティー収入ともに順調に推移しております。一方、販売費及び一般管理費は、対応すべき non-PC

端末の急増による積極的な研究開発投資の実施（単体ベース）及び北米、欧州での海外展開による

先行投資（連結ベース）により増加しているため、営業損失も増加傾向にあります。 
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しかしながら、単体ベースでは、製品売上高の利益率の大幅な改善、ロイヤリティー収入の売上

高構成比の向上及び組織体制整備の一巡による人員採用の抑制等により、営業損益及び経常損益は

第３四半期３ヶ月ベースで黒字化の見通しとなりました。 

また、前期より当社とのシナジー効果が期待できる事業への出資を行いましたが、これら事業が

いずれも先行投資の段階にあり、一部の関連会社につきましては、持分法投資損失を計上したため

（連結ベース）、経常損失も増加傾向にあります。 

単体ベースにおきましても、財務的健全性の確保のため、一部の関連会社及びその他の投資先に

ついて、第３四半期において、投資有価証券評価損を389 百万円計上したため、当期純損失は増加

する見込みであります。 

 

（注）業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社グループで判断したものであ

ります。予想には様々な不確実要素が内在しており、実際の業績はこれらの予想数値と異なる

場合がありますので、この業績予想に全面的に依拠して投資等の判断を行うことは差し控え下

さい。 

以 上 


